
「議会基本条例」を持つ議会らしい役員改選を
１１月１日から新議員の任期が始まり、会派結成届や１２日には正、副議長などの選

出のための臨時市議会が予定されています。６月議会で県下の自治体として三重県、

伊賀市に続いて３番目に「議会基本条例」を制定した自治体にふさわしい役員改選を

すべきです。

これまでは、各会派の中で候補者を決め、会派代表会議で会派間の調整を行い、話

がまとまればお互いの候補者を支持し合うという形で決められることが多くありました。こ

うしたやり方では、２２名の議員の中から会派を超えて正、副議長の適任者を選ぶことに

はならず、会派内の事情で決まることになります。

民主主義のルールに従ったやり方を
これまで党議員団は、選挙管理委員会の選出、立候補届、立ち会い演説会、選挙と

いう民主主義のルールに従ったやり方で行うように求めてきました。また、「議会基本条

例」では、「議会運営の原則」として第４条で、「議会は、（中略）公平性、透明性及び信

頼性を確保し、市民に開かれた議会をめざし、市民に対する説明責任を十分に果たす

よう努めなければならない。」とされており、これに沿った役員改選にしたいものです。

こうきの日誌（１０月１日～１０月３１日） 赤旗の配達、集金活動等は除く

１日 訪問活動 １７日 市議選告示

２日 党演説会 １７日～２３日 選挙戦

３日 地区党会議 福沢みゆき事務所開き ２４日 市議選投、開票日

４日 議会報告配布 ２５日 当選証書付与式

５日 党会議 ２６日 相談活動

６日 党会議 ２７日 全県議員会議 党会議

７日 議会全員協議会 ２８日 議会報告づくり

８日 党会議 ２９日 後援会役員会

９日 事務所開き準備 ３０日 議会報告づくり 選挙の後片付け

１０日 事務所開き ３１日 選挙の後片付け ご苦労さん会

１１、１２日 宣伝カーの運行

１３日 宣伝カーの運行と街頭演説

１４日 党会議

１５日 訪問活動 コスモスの花

１６日 野村コミュニティ運動会

この議会報告についてのご意見、ご感想をお寄せください

この議会報告は毎月月初めに発行しています 好きです 亀山 住みよい街に

２０１０年１１月 ７日 発行 № １３８

日本共産党亀山市議会議員 服部 孝規

〒５１９－０１５６ 亀山市南野町６－１９－１

ご意見、ご感想は 5 ０５９５－８２－３６４６ ＦＡＸ ０５９５－８３－４１２６

Ｅ-mail kouki@za.ztv.ne.jp 市議団ホームページ 「共産党 亀山」で「検索」

引き続き２名の党議員団で頑張ります
「大激戦で誰が落ちるのか予想がつかない」と選挙通に言わせた今回の市議選でし

たが、相変わらず「自治会推せん」や「組合推せん」をテコに様々な選挙活動に、自治

会員や組合員を動員する古い選挙スタイルの候補者が目立ちました。有権者の意識が

確実に変化してきていることを見落とすと思わぬ結果になりかねません。

０６年１０月 １０年１０月 さて、日本共産党の２名が得た

服部こうき １，３５７票 １，２４４票 得票は、左の表の通り２，１４０票で

福沢みゆき １，０３０票 ８９６票 前回と比べ少し減になりました。し

得票合計 ２，３８７票 ２，１４０票 かし、投票率が６．４５％下がって

得票率 ９．３％ ８．９％ おり、得票率で見ればわずかの減

投票率 ６９．２７％ ６２．８２％ で、ほぼ前回並みといえます。

市民は日頃の活動を見て評価している
私が得た得票についてある市民の方から次のようなメールを

いただきました。「服部さんの日頃の活動を市民はちゃんと見て

評価しているのだと思いました。」と。選挙後、出会った市民の

方からも同じような声をいくつもいただきましたので７日間の選

挙戦の中だけでの判断ではなく、４年間の活動を見て判断して

いただいたようです。

選挙戦で訴えた政策や公約の実現に向けて市民のみなさん

と力を合わせ頑張ります。

選挙後の「お礼」まで制限 おかしな公職選挙法
選挙が終わって有権者にお礼を言うのはごく当然のことですが、おかしなことに公

職選挙法では、様々な制限があるのです。市選管の「候補者運動員のために」の「選

挙期日後のあいさつ行為の制限」では、あいさつを目的とした「戸別訪問」や「ニュー

スの配布」などは禁止となっています。上の文章は、選挙結果と市民の方の声だけで

「お礼」の言葉がないのはそのためです。

こうきの議会報告



「みずほリポート」が指摘

シャープ誘致でも「雇用創出には繋がらなかった」
つ な

みずほ総合研究所というみずほフィナンシャルグルー

プのシンクタンクが『製造業誘致の地方雇用創出に対

する有効性は低下したのか』というリポート（左の写真）を

１０月１３日に発行しています。

その中で、「工場誘致と雇用の関係」と題した項で、

「三重県の液晶パネル工場の実例」として亀山市のシャ

ープ誘致を取り上げて検証しています。

「地域内への経済波及効果が小さかった」
は き ゆ う

詳しい内容は、インターネットで「みずほリポート」で検索し、『製造業誘致の地方雇用

創出に対する有効性は低下したのか』の一文をクリックしていただければ全文が読めま

すので、この号では一部を紹介します。

亀山のシャープ誘致による雇用創出についてこのリポートでは、「結果として、自治体

が事前に想定したほどの雇用創出には繋がらなかったのが実状といえよう。」と結論づ

けています。リポートではその理由として、「地元住民の声などを参考にすれば、雇用は

域外（他県や国外）からの受け入れが少なくなく、域内の雇用拡大に十分には繋がって

いないことや、地元企業が進出企業と関係が弱く、地域内への経済波及効果が小さか

ったこと、従業者の工場周辺の住環境への評価が低く地元への定住率が低いこと、製

造される液晶パネルが景気に左右されやすい製品であるため、雇用が安定的でないこ

となどがあげられる。このうち、国外からの雇用受け入れについては、全国に占める外国

人登録総数に占める三重県の割合が、工場が設置された２００４年以降、急上昇してい

ることで裏付けられる。」と指摘しています。

これまで私が指摘してきたことがこのリポートで裏付けされたことになり、市はこうした

大手のシンクタンクの指摘を真摯に受け止めるべきです。
し ん し

残念ながら投票率が６．４５％も下がってしまった
今度の市議選について市民の方と話をすると、立候補者の当落はもちろんです

が、投票率の低さが話題になります（前回６９．２７％だったのが今回は６２．８２％）。

市選管の資料によれば、年代別の投票率は２０歳代が３４．３４％、３０歳代が４６．７

９％、４０歳代が６０．４１％、５０歳代が７２．０６％、６０歳代が８３．２６％、７０歳以上が

７３．１９％となっており、若い世代の投票率の低さが目立ちます。こうした層を行政も

立候補者もいかに投票所に足を運ばせるか、考える必要があります。

見込み誤りで大幅な黒字

１世帯約３万円の国保税の引き下げが可能
９月議会の決算審議では、国民健康保険特別会計で１億１千万円の黒字となったこ

とが明らかになりました。平成２１年度は、医療費の大幅な伸びを見込んで国民健康保

険税を大幅に値上げ（医療費の伸びで支出が増えるため、保険税の値上げで収入を

増やす）するとともに、値上げを押さえるために一般会計から１億８千万円が入れられま

した。しかし、決算では医療費が見込みほど伸びず（保険税を取り過ぎた）、一般会計

から繰り入れた分の７千万円を使っただけで、残りの１億１千万円を使わずにすんだこと

でこの額がそのまま黒字となりました。

決算特別委員会で福沢みゆき議員は、この黒字の１億１千万円を使って国民健康保

険税を引き下げたらいくらになるのか質しました。市は、「１世帯あたり約３万円、１人あた

り約１万７千円の引き下げになる」と答弁しました。

市民に呼びかけ国保税の引き下げを求めていく
さらに私が再度、国民健康保険税を取り上げ、昨年３月議会で櫻井市長が「被保険

者（国保加入者）の負担増加を緩和するために、一般会計から繰り入れする」と述べた
か ん わ

ように、今回の一般会計からの繰り入れは、値上げを少なくするためのものであり、市の

医療費の見込み誤りで１億１千万円が使わずにすんだのなら、そのお金は当然、「負担

増加を緩和するために」国民健康保険税の引き下げに使うべきだと質しました。

市の答弁は、「一般会計からの繰り入れだから一般会計に戻す」というもので、昨年３

月議会での櫻井市長の「被保険者（国保加入者）の負担増加を緩和するため」の繰り入

れという答弁を否定したことになります。

党議員団は、市民に呼びかけこの１億１千万円の黒字を使って国民健康保険税を引

き下げるよう強く求めていきます（署名運動を行っていますのでご協力ください）。

中国と党名は同じでも考え方は随分違います
２０１０年のノーベル平和賞は、中国共産党による一党独裁の見直しなどを求めた

「０８憲章」を起草した中国人の劉暁波（リウ・シアオ・ポー）氏に決まりました。尖閣諸

島の問題でもそうですが、中国共産党が日本共産党と党名が同じであるため考えも

一緒と思ってみえる方が多いのですが、党名は同じでも考え方は随分、違います。

例えば、劉氏が批判した一党独裁について日本共産党は、何十年も前から綱領

で党がめざす政治の姿について、『国会を名実ともに最高機関とする議会制民主主

義の体制、反対党を含む複数政党制、選挙で多数を得た政党または政党連合が政

権を担当する政権交代制は、当然堅持』 と書き、一党独裁を否定しています。


